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編集後記
1976年に大韓伝統仏教研究院を創設され、世界屈指の仏教学者を招いて
の国際学術大会を12回にもわたって開催された金知見先生が、平成13年1月
21日、新宿の常円寺にて御逝去されてから早くも 2年が経とうとしている。
病床に伏しておられても、常にユーモアをお忘れにならず接せられ、後進をご
指導下さった先生のお姿が深〈心に焼き付いている。また韓国と日本の仏教
を心から深〈愛きれ、高山寺の善妙堂を訪れた際のお話では目に涙を浮かべ
ながらお話しして下きった。それ故思いもしない言卜報に、残された私達の衝撃
は計り知れず大きかった。先生は仏教を軸として日韓両国聞のかけがえのな
い架け橋として、また、日韓両国のみならず国際学術交流に誠心誠意尽力さ
れ、日本の地でその御生涯を終えられたのであるが、それは、後に託された韓
国仏教留学生達への無言の指導で、あると思わずにはいられない。
編集会議では、第9号を金知見博士追悼論文集として、先生の卓越した業
績を称える一助としての役割を果たすため最善を尽くしたつもりであるが、時
間と労力の制約により、先生の意に従うものになったかどうか、甚だ気掛か
りである。ともあれ、充分とは言い難いものの、このようにして追悼号を刊行
する運ぴとなったのは多くの方々のご協力によるものである。快く弔辞の掲載
をお引き受け下さった木村先生をはじめ、お時間の無いところを快諾して下
さり、貴重な原稿をお寄せ下きった吉津先生及ぴ諸先生方に心より深甚の謝
意を表します。また、この論文集の支援費を浮財して下さった大韓仏教曹渓
宗教育院をはじめとする各団体及ぴ個人の諸先生方に、心から深〈感謝申し
上げます。そして、印刷出版を快くお引き受け下さった蔵経閣の円沢師をは
じめ、皆様方に改めて、深く感謝致します。最後に、本誌編集の労をとられた
鄭栄植氏に心から謝意を表します。
図らずも、金知見先生の追悼論文集を刊行する事になったのは、惜しい限
りですが、私達韓国仏教留学生達は、先生のご遺志を引き継いで、自らの研
究に励むとともに、日韓仏教交流にも遁進して行くことを志して先生及び皆
様方の御思に報いたいと思います。
2002年 12月
韓国留学生印度学仏教学研究会
会長李如淑 合掌
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